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文昌帝君信仰と書院
―台湾における文昌帝君廟を例に―
二階堂　善　弘
Wenchang Dijun Worship in the Academy
— the Wenchang Dijun Shrine in Taiwan—
NIKAIDO Yoshihiro
	 In	 Mainland	 China,	 while	 many	 academies	 of	 classical	 learning	 traditionally	
worshiped	Confucius;	 some	academies	however,	worshiped	Wenchang	Dijun.	 In	Taiwan,	
many	of	these	academies	were	established	during	the	Qing	dynasty.	In	order	to	research	
the	 relationship	 between	 the	 academies	 and	 the	 Wenchang	 belief,	 this	 author	 visited	
some	of	the	Wenchang	shrines	in	academies	located	near	Taipei.
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前　言
　「書院」という名称を聴くと、われわれ日本人はすぐにそれが儒学の学校であり、孔子が祀られ、儒教
祭祀が行われている場所であると想像するであろう。それは韓国の人々にしても同様かもしれない。
　しかし筆者が中国南部で「何々書院」を訪問する場合、そこに存在するのは文昌帝君の廟であること
が多い。また時として、学校機能を全く持たない純然たる文昌帝君廟も、現在では「書院」と呼ばれて
いることがある。むろん中国でも「書院」と呼ばれる所の大半は、学校か私塾である。その場合でも、
孔子より文昌帝君が祀られている場合をよく目にするのである。
　このような事例は、台湾において特に顕著である。この問題については、李鎮岩氏の『台湾的書院』1）
や簡亦精氏の「台湾書院の祭祀活動について―祭祀の対象を中心にして―」2）などにおいて詳しく論
	1）	李鎮岩『台湾的書院』（遠足文化事業公司2008年）
	 2）	簡亦精「台湾書院の祭祀活動について―祭祀の対象を中心にして―」『中国哲学論集』第35号（九州大学中国哲
学研究会2009年）20～38頁。
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じられている。本論はそれらの論考をふまえ、幾つかの廟の事例をもとに、台湾北部の文昌帝君廟と書
院の関係について検討するものである。
1 ．台湾の書院
　台湾においては、鄭氏政権の頃から義学や書院が作られていることは確認できるが、本格的な書院が
形成されたのは清朝になってからである。李鎮岩氏の『台湾的書院』には、それに関して以下のような
記載がある3）。
康煕43年（1704）、知府衛台揆将原有安東坊旧義学改建成崇文書院、台湾首座典型（著重考課・科
挙）規模完備的書院終於形成。康煕49年（1710）知県宋永清財高雄鳳山旧城成立屏山書院、接著又
過十年、台湾的第三所書院－海東書院出現、為全台最具規模的書院。到了雍正 4 年（1726）、分巡道
呉昌祚又於台南府治道署之旁創建中社書院（即奎楼書院）。
すなわち、まず崇文書院・屏山書院・奎楼書院が作られた。これらの書院は、官立のものが多く、また
台南や高雄など台湾南部において多く作られている。清朝の中葉になると、さらに官立・私立の書院や
義学が続々と作られていった。李鎮岩氏によれば、この頃に文開書院・興賢書院・藍田書院・振文書院・
奎壁書院・萃文書院・鳳儀書院・屏東書院・文石書院などの24箇所に及ぶ書院が成立した4）。清朝末期ま
でにその数は62箇所にものぼっている。
　一般に書院における祭祀の対象といえば、「先賢」「先儒」である。すなわち、孔子とその弟子や、二
程子や朱子などがそれに当たる。しかし台湾の書院においては、早い時期よりこれらの他に文昌帝君を
祀ることが行われていたようである。このことについて、簡亦精氏は次のように述べている5）。
台湾書院のうち、崇文書院・海東書院・中社書院（奎楼書院）・文石書院と祭祀内容が確認できない
蓬壷書院（引心書院）に魁星閣（楼）が設置されており、文昌信仰はかなり早い段階から台湾書院
に浸透していたことがわかる。文昌帝君信仰は自然に台湾書院の中に定着し、一部分の知識人が違
和感を持っていても、書院祭祀から取り除くことができないのである。
文昌帝君の祭祀が行われるのは、学問うんぬんというよりも、科挙の合格を祈願する性格の方が強い。逆
に言えば、だからこそ読書人階層から圧倒的な支持を受けたわけである。
	 3）	前掲李鎮岩『台湾的書院』21頁。
	4）	前掲李鎮岩『台湾的書院』23頁。
	5）	前掲簡亦精「台湾書院の祭祀活動について―祭祀の対象を中心にして―」32頁。
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2 ．文昌帝君と五文昌
　そもそも文昌帝君の信仰の発展は科挙制度と密接な関係があるとされる。高梧氏は次のように指摘す
る6）。
梓潼神与文昌神的合流始于宋代、与科挙制度的変化緊密相連。（略）宋代文人編造出的各類霊異故
事、生生在梓潼神身上附加上了功名与禄籍的功能、使之行使文昌星的職能、梓潼神与文昌星神終于
合二而一。
これによれば、梓潼帝君と文昌星神が融合し、学問の神と変じていったのは、科挙制度の性格が変化し
たことがその要因であるとする。
　元来は四川地方の地方神であった梓潼神（晋の張亜子）と星神である文昌帝君が一体と見なされたこ
とについては、明清の間にも様々な議論があったようで、清の趙翼も『陔余叢考』において詳しくこれ
を論じている7）。
今世文昌祠所祀梓潼帝君、王弇州『宛委余編』謂即䧟河神張悪子、而引其所著『化書』謂、本黄帝
子、名揮、始造絃張羅網、因以張為氏。（略）『続通考』云、剣州梓潼神張亜子、仕晋戦歿、人爲立
廟。唐玄宗西狩、追封左丞。僖宗入蜀、封順済王。（略）此見于祀典者、然亦与「文昌」二字無渉
也。『明史』礼志、弘治中、尚書周洪謨等議祀典云、梓潼帝君者、記云神姓張名悪子、居蜀七曲山。
仕晋戦歿、人為立廟。唐宋屡封至英顕王。道家謂帝命梓潼掌文昌府事及人間禄籍、故元加号為帝君、
而天下学校亦有祠祀者。景泰中、因京師旧廟闢而新之。歳以二月三日生辰遣祭。夫梓潼顕霊於蜀、
廟食其地為宜、文昌六星与之無渉、宜勅罷。
元の時期にはほぼ一体化していた梓潼神と文昌帝君について、もともとは別の神であるから分離すべき
との主張が、明の弘治年間に行われていたことが判明する。趙翼も、基本的にはこの立場を支持してい
る。しかし、こういった認識が一部の士大夫の間であったとしても、文昌帝君と梓潼帝君の融合はもは
や抜きがたいものがあった。そして、天下の学校のある所であれば、どこでも文昌帝君が祀られていた
ことが、この記載からは読み取れる。
　また文昌帝君のお告げとされる『文昌帝君陰騭文』は、強い影響力を持った善書であり、『太上感応
篇』『関帝覚世真経』と並び称されるほどの知名度を持っている。
　文昌帝君の信仰は明清期にさらに発展し、文昌帝君とその他の神を幾つか併せ、これを「五文昌」と
称するようになっていった。
　五文昌とは、一般に文昌帝君・魁星・朱衣神・呂祖・関帝の五柱の神を指す。すなわち学問の神と言
	6）	高梧『文昌信仰習俗研究』（巴蜀書社2008年）12～17頁。
	 7）	趙翼『陔余叢考』（河北人民出版社1990年）730～731頁。
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えば、この五者を指すわけである。もっとも、廟によっては別の組み合わせもある。
　このうち、呂祖は呂洞賓のことであり、単独或いは他の神と併祀されることの多い神仙である。また
関帝は関聖帝君であり、これもやはり単独で祀られることが多い。学問の神のグループに呂祖が入って
いるのは、もともと呂祖の出自が読書人であるとされることが原因であると思われる。武神の関帝が入
っているのは、関帝が『春秋』を愛読していたという故事によるものであろう。
　いずれにせよ、両神とも文昌帝君と関係の深いものではない。それに比べて、魁星や朱衣神は文昌帝
君とよく組み合わせて祭祀されることの多い神である。
　魁星の姿はかなり特異なものである。魁偉な容貌をし、手に筆を執り、片足をあげる鬼の姿で表現さ
れる8）。
　片足をあげる神像というと、日本においては蔵王権現を想起するかもしれない。また中国の民間信仰
においては、華光神が古くは片足をあげた姿をとるが、現在ではあまり見ない。北斗七星のうち四つを
魁と呼ぶとも、第一の星であるともいう。「奎星」が訛って「魁星」となったともされる。いずれにせよ、
かなり不明瞭な点が多い神格であるといえる。
　また朱衣神も、その性格や由来については曖昧なところが多い。
　その名の通り、朱の衣を着た老人の姿であらわされる神である。また「朱衣神君」とも称される。伝
承によれば、欧陽修が科挙の考官を担当した時に、幽明中にこの神が顕現し、その指示によって合否を
	8）	魁星については、呂宗力・欒保群『中国民間諸神』（河北教育出版社2001年）85～89頁の議論に詳しい。
魁星（台北新荘武聖廟）
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判定したという9）。
　もともと「朱衣使者」は科挙の考官そのものを指すともいわれている10）。いずれにせよ、科挙の合否に
関わる神であるといえよう。一方で、朱衣神を朱子と混同して解釈する廟も存在しているが、これは明
確な誤りである。
　またこれとは別に、文昌帝君の脇侍は「天聾・地唖」と呼ばれている。これは要するに、試験の内容
については厳密に秘さねばならないということから、こういった神が用いられているのであるとする11）。
　科挙の無くなった現代においても、文昌帝君や五文昌の神々の効能は変わらないといってよい。現在
台湾の廟において、文昌帝君の祭祀されている所には、必ず合格祈願のための受験票のコピーが、うず
たかく積まれているのを目にすることができる。もっとも、これは孔子に関しても同様で、孔子廟もす
っかり学問成就の祈願を行う場所となっている。これはあたかも、日本の天神・菅原道真が日本ではも
っぱら大学受験や中学・高校受験のための神として扱われている現象と、ほぼ同じであろう。
	9）	台北市文昌宮管理委員会編『台北市文昌宮』（台北市文昌宮管理委員会2010年）14頁。
10）	前掲李鎮岩『台湾的書院』48～49頁。
11）	呂宗力・欒保群『中国民間諸神』84頁。
朱衣神（台北市文昌宮）
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3 ．台北近辺の文昌宮と書院
　至る所に廟や寺院が存在する台湾であるが、台北付近において文昌帝君を主神とする廟は、それほど
多くない。ここでは、筆者が訪れた幾つかの廟を例に、文昌帝君信仰と廟と書院の関連について見てい
きたい。
　まず、台北市迪化街にある樹人書院である。この廟の正式な名称は「樹人書院文昌祠」である。この
ように書院と称するものの、現在では完全に文昌廟となっている。
　中には碑記があり、その記載によれば樹人書院は、もともとは清の道光年間に保安宮の中に設けられ
た学校であった。咸豊年間になり改めて「樹人書院」と称した。その後保安宮の中ではやがて手狭にな
ったため、迪化街に遷された。また黄君名氏の指摘によれば、この時期より民営の書院が数多く建てら
れたが、樹人書院は挙人であった陳維英などの尽力によって設けられた12）。廟自体は規模もそれほど大き
12）	黄君名『台湾書院的功能性研究』（国立台南大学碩士論文2010年）22頁。
文昌帝君と奉納された受験票のコピー（台北新荘武聖廟）
樹人書院文昌祠
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くなく、また知名度もそれほどではない。
　台北付近で最も知られている文昌帝君の廟は、中山区民生西路にある台北市文昌宮であろう。この廟
の歴史は古いとはいえず、日本統治時代に小廟が建てられたものが、後に規模の大きな廟に改建され
た13）。
　文昌宮は中山区の繁華街に近く、途絶えることなく参拝客が来ていた。祭祀されているのは、五文昌
のうち、文昌帝君・魁星・朱衣神・関帝であった。呂祖はおらず、代わりに太歳星君が入っている。
　この廟については、全く廟としての機能のみであり、学校として扱われたことはない。ただ、学問の
神として、やはり受験合格の祈願は盛んに行われていた。
　台北の南に位置する板橋も、かつて経済的に発展した土地であった。こちらに大観義学と称される文
昌帝君廟がある。
　ここは福建漳州から移住してきた林氏一族が栄えた場所である。広大な敷地を持つ林氏花園がいまで
も残されている。しかしこの地では漳州人と泉州人の争いが起こり、多くの死者が出た。その後林氏を
中心に和解の動きが盛んになり、その象徴として建てられたのが、この大観義学である。大観義学はま
た「大観書社」とも呼ばれ、この地域の有望な子弟に対し、学費を取らずに教育を施したことで知られ
ている14）。
　この大観義学で祭祀の対象となっているのは、孔子と文昌帝君である。対になる形で祀られているの
は珍しいかもしれない。またこの廟は、現在では大観幼稚園となっており、訪問したおりにも、たくさ
んの児童が運動をしていた。ある意味では、現代においても教育機関として機能しているといえよう。
ただ、そのためか、廟として参拝に訪れる人間はさほど多くなかったように見受けられた。
13）	前掲台北市文昌宮管理委員会編『台北市文昌宮』12頁。
14）	前掲李鎮岩『台湾的書院』78～80頁。
台北市文昌宮
東アジア文化交渉研究 第 4 号
18
　また板橋の対岸に位置する新荘の文昌祠についても調査した。新荘は台北の西側にあるが、その経済
的な発展は、台北の万華地区より早かったのである。これについて、筆者はかつて「台湾新荘市の寺廟
について」という一文で論じたことがある15）。
　そこに引用したように『淡水庁志』に「文昌祠、（略）一在新荘街、嘉慶十八年、県丞・曹汝霖捐建」
とあり、こちらは清の嘉慶18年（1813）の建立である。文昌祠建立の経緯は樹人書院とよく似ており、
もともと新荘の慈佑宮の中で学校が運営されていたものが独立したものであるという。現在では、新荘
屈指の古廟として知られる一方で、合格祈願の廟として、多くの参拝客が訪れるものとなっている。
結　語
　これまで見てきたように、文昌帝君信仰と書院と廟の関係は、やや複雑なものとなっている。このよ
15）	筆者「台湾新荘市の寺廟について」（『コミュニケーション学科論集・茨城大学人文学部紀要』第 5 号1999年）115～
129頁。
板橋大観義学
新荘文昌祠
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うな傾向は、他の神々の信仰においてあまり見られない現象であると考える。
　むろん、たとえば関帝のように、ある時は寺院で奉じ、ある時は廟で奉じ、仏教でも道教でもこれを
重視するといった神は存在する。ただ、文昌帝君の場合は、儒教と道教、それに民間信仰の相互影響が
あり、よりその性格が掴みにくいものとなっている。
　よって文昌帝君の廟の性格も複雑にならざるを得ない。まず樹人書院のように、書院という名称であ
りながら、現在では完全に文昌帝君廟と扱われている所がある。一方で、当初から民間信仰の廟として
の機能に限られた台北市文昌宮のような存在もある。大観義学のごとく、学校及び孔子廟・文昌帝君廟
の双方の性格を併せ持ち、かつ現代においても幼稚園として教育機能を有している所もある。ただ、も
ともと民間において設立された学校であったという特色は、樹人書院・大観義学・新荘文昌祠のいずれ
にも共通するものである。
　書院と文昌帝君信仰が密接な関係を持つことは、おそらく日本や朝鮮においてはあまり起こりえなか
ったと考えられる。ただ、中華の地において書院の性格を論じるうえで、文昌帝君信仰は注意すべき事
項の一つである。

